
埼
玉
・小
針
北
遺
跡

所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
行
田
市
小
針

調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
三
年

（平
５
）

一
一
月
１

一
九
九

四
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
行
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
門
脇
伸

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
沼
跡

。
水
路
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
針
北
遺
跡
は
行
田
市
の
北
東
、
小
針
沼
と
呼
ば
れ
る
沼
地
の
北
側
の
低
台

腰
惟
耳妖
ビ
゛
粋
器
ヾ
康
　
　
地
上
に
立
地
す
る
。
小
針
沼
は

か
つ
て
は
章
や
マ
コ
モ
の
繁
茂

す
る
沼
地
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

初
期
に
干
拓
が
行
な
わ
れ
、
現

在
で
は
沼
地
全
体
が
水
田
と
な

っ
て
い
る
。

第
二
次
調
査
は

「古
代
蓮
の

里
」
公
園
整
備
予
定
地
に
つ
い

て
行
な
わ
れ
、
腐
植
土
層
上
に

灌
漑
水
路
と
思
わ
れ
る
溝
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
沼
地
の
腐
植
土
の
上
層
ょ
り
縄

文
時
代
か
ら
近
世
に
わ
た
る
遺
物
が
ば
ら
ま
か
れ
た
よ
う
な
状
態
で
出
土
し
た
。

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
同

一
の
層
位
か
ら
検
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
集
中
し
て
出
土
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
近
世
以
降
に
何
ら
か
の
理
由
で
ま
と
め
て
廃
棄

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
家
形
埴
輪
や
円
筒
埴
輪
の
出
土
数
が
多
く
、

近
隣
の
古
墳
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
が
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

（
牌
∞
∞
）
×
］
〇
×

牌
　
ｏ
牌
〇

頂
部
は
三
角
状
に
削
ら
れ
て
お
り
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
形
状
か
ら
み

て
柿
経
も
し
く
は
卒
塔
婆
と
思
わ
れ
る
。
文
字
は
判
読
困
難
で
あ
る
が
、
梵
字

の
可
能
性
が
高

い
。

９
　
関
係
文
献

行
日
市
教
育
委
員
会

『行
日
市
文
化
財
年
報
　
平
成
五
年
度
』
盆

九
九
五
年
）

同

『小
針
北
遺
跡

（二
次
送

全
一〇
〇
二
年
）
（門
脇
伸

一
〈行
日
市
郷
土
博
物
館
》

2  1

(鴻 巣)

(1)

団肇
□弩カ
ロミラ
□耳バ

□翼こ

二ヽ

羽




